
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
加

藤
芳
文
東
部
法
律
事
務
所
長
は
、

「
安
倍
内
閣
は
平
和
憲
法
の
改

悪
の
動
き
を
強
め
て
い
る
。
日

本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
（
国
家
安
全
保
障

会
議
）
と
秘
密
保
護
法
の
成
立

を
狙
い
、
外
交
、
軍
事
機
密
を

漏
ら
し
た
者
は
、
最
高
で
懲
役

10
年
に
処
す
る
と
い
う
、
と
ん

で
も
な
い
法
律
を
作
ろ
う
と
し

て
い
る
。
国
民
の
知
る
権
利
を

奪
い
、
言
論
の
自
由
を
奪
お
う

と
し
て
い
る
。

こ
の
集
い
を
契
機
に
憲
法
を

守
る
た
た
か
い
を
準
備
し
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

「
生
業
を
返
せ
、
地
域
を
返
せ
！
」

中
島
孝
原
告
団
長
は
「
福
島

は
他
の
災
害
と
異
な
り
特
別
の

困
難
が
あ
る
。
突
然
、
放
射
線

量
で
線
引
き
さ

れ
、
今
後
の
不

安
か
ら
住
民
も
、

家
族
が
一
人
ひ

と
り
分
断
さ
れ
、
い
つ
家
に
帰

れ
る
か
わ
か
ら
ず
、
希
望
を
見

出
せ
な
い
。
人
間
は
希
望
が
な

け
れ
ば
頑
張
れ
な
い
。

人
の
生
命
よ
り
も
企
業
の
も

う
け
を
優
先
さ
せ
る
政
治
は
許

せ
な
い
。
裁
判
を
通
じ
て
、
政

治
の
根
本
を
改
め
る
力
に
し
て

い
き
た
い
！
」
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

「
自
民
党
改
憲
草
案
を
斬
る

〜

平
和
の
た

め

に
今
考
え

る
憲
法
〜
」

伊

藤

真

（

伊
藤
塾
）

塾
長
は
、
「
人
間
は
戦
争
を
し

て
は
な
ら
な
い
。
人
を
殺
し
て

は
な
ら
な
い
。
こ
の
一
点
は
何

よ
り
も
ゆ
ず
る
こ
と
が
出
来
な

い
。
手
段
と
し
て
の
戦
争
は
人

殺
し
だ
か
ら
だ
」
と
述
べ
た
う

え
で
現
行
憲
法
と
自
民
党
憲
法

草
案
を
対
比
し
、
草
案
の
持
つ

問
題
点
を
丁
寧
に
解
説
し
ま
し

た
。そ

し
て
、
自
民
党
の
改
憲
案

の
狙
い
を
「
国
防
軍
の
創
設
と

集
団
的
自
衛
権
を
容
認
す
る
こ

と
で
、
軍
事
同
盟
を
強
化
し
、

軍
事
力
で
国
際
貢
献
を
す
る
と

い
う
も
の
。
こ
れ
は
戦
前
へ
回

帰
だ
」
と
批
判
。

「
現
行
憲
法
は
す
べ
て
の
国
民

は
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
立

憲
平
和
主
義
に
た
ち
、
国
家
権

力
を
制
限
す
る
も
の
で
す
。
基

本
的
人
権
を
守
る
な
ど
の
立
憲

主
義
は
人
類
の
普
遍
的
な
価
値

で
あ
り
、
自
民
党
の
改
憲
案
は
、

こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
」

「
私
た
ち
は
自
分
で
考
え
主

体
的
に
生
き
る
こ
と
が
必
要
。

危
険
な
動
き
に
、
一
人
ひ
と
り

が
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

「
笑
顔
の
た
め
に
夢
を
創
り
た
い
」

渡

辺

え

り

さ

ん

は

「

戦

争

は

絶

対

に

ダ

メ

で

す

。

戦

争

は

何

の

罪
も
な
い
人
た
ち
を
殺
す
。
だ

か
ら
戦
争
は
絶
対
に
ダ
メ
な
ん

で
す
！

30
歳
に
な
っ
た
時
に
初
め
て

父
が
語
っ
た
、
軍
需
工
場
で
Ｂ

29
の
爆
撃
に
生
き
残
っ
た
と
の

戦
争
体
験
。
以
来
、
私
に
と
っ

て
も
無
関
係
で
な
く
な
っ
た
。

笑
顔
を
見
た
く
て
こ
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
笑
顔
が
好
き
な

人
は
戦
争
に
反
対
で
す
」
と
舞

台
を
縦
横
に
動
き
軽
妙
な
ト
ー

ク
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
正
義
の
戦
争

な
ど
あ
り
え
な
い
こ
と
を
伝
え

て
い
き
た
い
」
「
憲
法
は
、
現

実
を
理
想
に
近
づ
け
て
る
た
め

に
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
ま
し
た
。

日
本
の
秋
が
壊
れ
て
い
ま

す
。
急
激
な
寒
気
襲
来
で

葉
柄
が
凍
り
、
紅
葉
も
し

な
い
で
落
葉
す
る
異
変
が

起
き
て
い
ま
す
▼
夏
の
参

議
院
選
挙
で
「
ね
じ
れ
」
解
消
し

た
国
会
で
も
「
異
変
」
が
続
い

て
い
ま
す
。
高
校
授
業
料
無
償
化

の
廃
止
、
生
活
保
護
の
改
悪
、
そ

し
て
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ(

国
家
安
全

保
障
会
議)

設
置
な
ど
が
、
矢
継

ぎ
早
に
強
行
さ
れ
て
き
て
い
ま
す

▼
戦
争
を
知
っ
て
い
る
世
代
に
は
、

４
大
臣
に
よ
る
Ｎ
Ｓ
Ｃ
は
「
大
本

営
」
を
連
想
さ
せ
ま
す
。
日
清
・

日
露
の
戦
争
司
令
部
と
し
て
大
本

営
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
ま
で
一

世
紀
を
こ
え
て
国
民
を
戦
争
に
駆

り
立
て
て
き
ま
し
た
。
こ
の
体
制

を
維
持
し
て
き
た
の
は
、
徹
底
し

た
監
視
活
動
と
情
報
操
作
（
＝
大

本
営
発
表
）
で
し
た
▼
一
例
を
挙

げ
ま
す
─
「
本
３
月
10
日
零
時
過

ぎ
よ
り
２
時
40
分
の
間
、
Ｂ
29
約

１
３
０
機
、
主
力
を
持
っ
て
帝
都

に
来
襲
、
市
街
地
を
盲
爆
せ
り
、

右
盲
爆
に
よ
り
都
内
各
地
に
火
災

を
生
じ
た
る
も
、
宮
内
省
主
馬
寮

は
２
時
35
分
、
其
の
他
は
８
時
頃

ま
で
に
鎮
火
せ
り
」
（
読
売
報
知
）

―
２
時
間
40
分
ほ
ど
で
10
万
人
余

の
未
曾
有
の
死
者
を
だ
し
た
東
京

大
空
襲
の
報
道
で
し
た
▼
国
会
で

の
ね
じ
れ
解
消
の
結
果
は
、
安
倍

政
権
の
国
民
と
の
ね
じ
れ
を
ま
す

ま
す
深
刻
に
し
て
い
き
ま
す
。
戦

前
の
暗
黒
社
会
へ
の
回
帰
を
許
さ

な
い
た
め
に
、
21
日
の
国
民
大
集

会
を
契
機
に
し
て
特
定
機
密
保
護

法
案
を
葬
り
去
る
国
民
的
共
同
の

発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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来
年
4
月
か
ら
の
保
育
園
入

園
申
し
込
み
が
始
ま
り
、
父
母

か
ら
は
「
育
休
が
切
れ
る
の
に
、

入
園
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
」

「
働
か
な
い
と
食
べ
て
い
け
な

い
の
に
」
な
ど
、
切
実
な
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
認

可
保
育
園
を
希
望
し
な
が
ら
入

園
で
き
な
か
っ
た
子
ど
も
は
１

３
３
８
人
、
保
育
園
不
足
は
深

刻
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
江

東
区
は
「
待
機
児
を
ゼ
ロ
に
す

る
」
と
、
緊
急
対
策
を
打
ち
出

し
ま
し
た
が
、
多
く
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。

父
母
の
願
う
認
可
保
育
園
は

６
５
０
人
の
定
員
増
で
す
が
、

発
表
さ
れ
た
５
園
全
部
が
株
式

会
社
立
で
す
。
利
益
を
生
み
出

し
、
株
式
配
当
を
目
的
と
す
る

株
式
会
社
立
の
保
育
園
で
は
こ

れ
ま
で
、
経
営
難
に
よ
り
あ
る

日
突
然
、
閉
園
さ
れ
た
り
、
保

育
士
が
定
着
せ
ず
に
「
安
定
し

た
保
育
」
に
不
安
が
寄
せ
ら
れ

た
り
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
江
東
区
は
「
新
し
い

江
東
区
型

の
保
育
」

と
し
て

「
湾
岸
サ
テ
ラ
イ
ト
保
育
」
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。
有
明
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
ビ
ル
の
３
階
に
、
０

才
〜
５
才
ま
で
２
５
０
人
定
員

の
保
育
園
を
設
置
、
父
母
は
豊

洲
駅
前
に
設
置
さ
れ
た
分
園
に

子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
が
で
き
、

０
才
〜
１
才
児
は
そ
の
ま
ま
豊

洲
分
園
で
保
育
、
２
才
〜
５
才

児
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
有
明
本

園
に
移
送
し
保
育
し
ま
す
。

区
議
団
は
、
バ
ス
運
行
に
よ

る
交
通
事
故
の
リ
ス
ク
が
避
け

ら
れ
な
い
こ
と
、
父
母
と
保
育

士
と
の
直
接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
な
い
こ
と
、
園

庭
も
無
い
オ
フ
ィ
ス
街
で
の
保

育
な
ど
問
題
が
多
い
こ
と
を
指

摘
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト
保
育
は
緊

急
対
策
と
し
て
限
定
的
な
も
の

と
し
、
父
母
が
通
え
る
地
域
で

の
保
育
園
設
置
を
求
め
て
い
ま

す
。

安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
保
育
園
を

湾
岸
サ
テ
ラ
イ
ト
保
育
と
は

─
２
０
０
人
の
子
ど
も
を

バ
ス
で
移
送

不
安
が
多
い

「
株
式
会
社
」
立
の
保
育
園

11
月
５

日
、
『

２
０

１
３

し
た

ま
ち

憲

法
の
集

い
』

（
東
京
東
部
法
律
事
務
所
主
催
）
が
、
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う

で
開
か
れ
ま
し
た
。
集
い
で
は
、
福
島
原
発
訴
訟
原
告
団
長

の
中
島
孝
氏
が
、
福
島
の
現
状
を
報
告
。
続
い
て
弁
護
士
の

伊
藤
真
氏
、
女
優
の
渡
辺
え
り
さ
ん
が
講
演
。
会
場
を
埋
め

尽
く
す
１
２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

～平和のために、いのちのために、

こどもたちのために今考える憲法～

写
真
は
、
東
京
東
部
法
律
事
務
所

が
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。



会
場
で
は
、
被
爆
直
後
の
広
島
・

長
崎
市
内
の
写
真
や
、
絵
画
、
イ

ラ
ク
戦
争
で
米
軍
が
使
用
し
た
放

射
能
を
も
っ
た
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の

被
害
を
訴
え
る
写
真
、
福
島
第
一

原
発
事
故
被
害
を
訴
え
る
写
真
な

ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
足

を
止
め
、
と
き
に
は
涙
を
流
し
な

が
ら
見
学
す
る
人
も
い
ま
し
た
。

戦
争
を
体
験
し
た
世
代
か
ら
は

「
原
爆
の
こ
と
は
見
て
い
る
だ
け

で
頭
が
痛
く
な
り
ま
す
。
争
い
は

人
の
心
に
深
く
沈
ん
で
、
見
て
い

る
だ
け
で
涙
が
で
て
く
る
。
辛
い

こ
と
で
す
が
、
や
は
り
こ
う
い
う

こ
と
を
続
け
る
こ
と
で
若
い
人
た

ち
に
も
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」
（
70
代
女
性
）
「
な
ん
と
も

言
え
な
い
胸
苦
し
い
写
真
で
す
。

私
は
な
ん
と
か
生
き
延
び
ま
し
た
。

核
は
地
球
上
に
絶
対
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」
（
80
代
男
性
）
な
ど
と

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
れ
か
ら
を
担
う
若
い
世

代
か
ら
は
「
戦
争
に
正
義
は
な
い
。

人
を
殺
す
こ
と
は
犯
罪
で
あ
り
絶

対
悪
で
す
。
戦
争
の
悲
惨
さ
を
次

の
世
代
に
も
き
ち
ん
と
伝
え
て
い

き
た
い
」
（
30
代
男
性
）
「
親
に

東
京
音
頭
で
幕
を
開
け
、
今
回

初
め
て
ゲ
ス
ト
出
演
し
た
地
元
の

区
立
元
加
賀
小
学
校
和
太
鼓
ク
ラ

ブ
が
、
会
場
の
外
ま
で
響
き
渡
る

勇
壮
な
太
鼓
を
響
か
せ
ま
す
。
小

学
生
と
思
え
な
い
見
事
な
演
奏
に

会
場
か
ら
は
大
拍
手
。
地
域
へ
の

一
層
の
広
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。

歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
、
ジ
ャ

ズ
に
三
味
線
な
ど
の
演
芸
。

記
念
講
演
で
は
、
江
東
区
総
務

部
危
機
管
理
課
（
生
活
安
全
担
当
）

係
長
に
よ
る
「
振
り
込
め
詐
欺
に

あ
わ
な
い
た
め
に
」
と
題
し
た
講

演
と
盛
り
だ
く
さ
ん
。

90
歳
以
上
の
4
人
の
参
加
者
に

は
お
祝
い
と
長
生
き
を
願
っ
て
花

束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
医
療
介
護
相
談
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
手
芸
や
絵
手

紙
の
展
示
も
好
評
で
し
た
。

10
月

25
日
、
江
東
区
女

性
後
援
会
は
、
都
議
会
見

学
会
を
行
い

19
名
が
参
加

し
、
広
く
な
っ
た
共
産
党

都
議
団
の
執
務
室
、
政
調

会
室
、
総
会
室
を
見
学
し

ま
し
た
。

あ

ぜ

上

都

議

は

「

質

問

時

間

が

２

倍

以

上

に

増

え

、

こ

れ

ま

で

本

会

議

で

は

代

表

質

問

が

一

人

し

か

で

き

な

か

っ

た

も

の

が

三

人

に

。

９

つ

あ

る

常

任

委

員

会

に

複

数

の

委

員

が

入

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

」

と

都

議

会
で
の
変
化
を
報
告
。

都

議

団

は

9
月

議

会

で
さ

っ

そ
く

議

案
提

案

権
を

生

か
し

、

認
可

保

育
園

増

設
の

た

め
に

都

有
地

を

活
用

し

、
補

助

金
を

創

設
す

る

な
ど

を

定
め

た

条
例

案

を
提

案

し
ま
し
た
。

見

学

を
終

え

た
後

、

議
会

食

堂
で

昼

食
を

と

り
な

が

ら
交

流

。
「

今

度
は

、

あ
ぜ

上

さ
ん

の

質
問
の
傍
聴
に
行
こ
う
！
」

な
ど

の

意
見

が

で
ま

し

た
。
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概説

江戸時代には、数多くの百姓一揆がおこ

りました。深川２丁目の陽岳寺には京都伏

見義民の墓があります。

1780(安永９)年、伏見奉行に任ぜられた

小堀和泉守政方は酒色におぼれるようにな

り、1785(天明５)年には、藩の財政難を伏

見町民に負わせようと、一千両の御用金を

申しつけました。

町の年寄役文殊九助は他の年寄衆と相談

して、丸屋九兵衛と麹屋伝兵衛をつれて幕

府に越(直)訴することにしました。３人が

江戸についた直後に伝兵衛が病気で倒れ

(捕吏に殺されたとの説もある)、九助と九

兵衛が伏見からの追手に捕えられようとし

た時、救ってかくまったのが陽岳寺住職の

照道和尚でした。

和尚は２人を厚くもてなし、訴状の書き

方まで教えました。２人が駕籠に乗った寺

社奉行に訴状を渡せたのは、その年の９月

26日。幕府は訴えをとりあげるとともに、

九助らを越訴のかどで入牢を申しつけまし

た。

九助は３年後の1788(天明８)年１月３日、

九兵衛は同月23日に相ついで判決を待たず

に病気で牢死し、照道和尚は２人の遺体を

引きとり陽岳寺に葬りました。

同年５月６日にでた幕府の判決は、小堀

和泉守と嗣子主水の領地召上、改易で身柄

御預、用人や家老には死罪と遠島というも

のでした。伏見の町には再び明るい春が訪

れ、わらべ唄がひろがっていきました。

“もんじゅくすけはかんのんさまで きゅ

うべえどんはふどうさま”

伏見義民の墓は明治になって町人の募金

で建てられ、1913(大正２)年、寺が火災に

あうと伏見の学童らは、１人10銭以下の小

遣銭をだしあって再建しました。

東京府が史蹟として指定したのは1925

(大正14)年。江東区と京都市伏見区は伏見

義民をとおして固く結ばれています。

10
月

29
日
か
ら

31
日
ま
で
、
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
江

東
区
原
爆
被
害
者
の
会
（
江
友
会
）
主
催
の
「
原
爆
と
人
間
展
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

（27）

ー江東区日本共産党
女性後援会ー

な
り
初
め
て
広
島
、
長
崎
の
原

爆
を
み
ま
し
た
。
子
ど
も
の
写

真
に
は
涙
が
で
ま
し
た
」
（

40

代
女
性
）
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

11
月

10
日
、
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
江
東
健
康
友
の

会
・
深
川
支
部
に
よ
る
「
け
ん
こ
う
ま
つ
り
」
が
行
な
わ
れ
、

３
０
０
人
が
つ
ど
い
、
多
彩
な
企
画
を
一
日
楽
し
み
ま
し
た
。

「伏見義民と陽岳寺」

☆
行
事
予
定
☆

〇
12
月
４
日
（
水
）

19
時
〜
、
総
合
区
民
セ

ン
タ
ー
・
レ
ク
ホ
ー
ル

江
東
社
会
保
学
校
『
無

縁
社
会
と
ど
う
向
き
合

う
か
』

講
師
：
板
垣
淑
子

（

N
H
K
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
）

主
催
：
江
東
区
社
会
保

障
推
進
協
議
会

「陽岳寺」
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